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平成17年 3月期 第１四半期業績の概況（連結） 

 

平成16年8月9日 

上場会社名 小松精練株式会社 （コード番号：3580 東証・大証 第1部） 

（ＵＲＬ http://www.komatsuseiren.co.jp） 

代  表  者 役職名 代表取締役社長  氏名 任田 賢久      

問合せ先責任者 役職名 常務取締役    氏名 中田 清英   ＴＥＬ  (0761)55-1111 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 

その他影響額が僅少なものにつき一部簡便的な手続きを用いております。 

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 

③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有 連結（除外）1社 持分法（新規）1社 

 

2．平成17年3月期 第1四半期業績の概況（平成16年4月1日～平成16年6月30日） 

(1)経営成績（連結）の進捗状況 （単位：百万円未満切り捨て） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 四 半 期 (当 期) 

純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

17年3月期第1四半期 7,397 ( 4.6) 361 ( 91.9) 463 (112.0) 234 (140.5) 

16年3月期第1四半期 7,069 (  －) 188 (  －) 218 (  －) 97 (  －) 

(参考)16 年 3 月期 30,807  966  1,277  483  

 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後1株当たり 
四半期（当期）純利益 

 円  銭 円  銭 

17年3月期第1四半期 5.47    －  

16年3月期第1四半期 2.26    －  

(参考)16 年 3 月期 11.22    －  

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

当第１四半期の国内経済は、輸出の増加や設備投資の回復などが牽引する形で企業業績の改善が見られるなど

回復基調にあるものの、個人消費の伸びは一部商品に限定されるなど景気の先行きは依然として不透明な状況が

続いております。 

このような経営環境の中、当社グループは主力の染色事業を中心に堅調に推移いたしました。同時に生産性の

向上とコスト低減を積極的に進めることにより強固な収益体質の構築を行っております。 

以上の結果、当社グループの第１四半期の連結売上高は73億97百万円、経常利益は4億63百万円、四半期純

利益は2億34百万円と概ね計画通り推移いたしました。 
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(2)財政状態（連結）の変動状況 （単位：百万円未満切り捨て） 

 
総 資 産 株主資 本 株主資本比率 1 株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％  円   銭 

17年3月期第1四半期 43,698 26,521 60.6 619.90 

16年3月期第1四半期 42,362 26,102 61.6 605.59 

(参考)16 年 3 月期 44,795 26,531 59.2 615.74 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 （単位：百万円未満切り捨て） 

 営 業 活 動 に よる 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よる 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よる 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

17年3月期第1四半期 494 △857 △148 5,644 

16年3月期第1四半期 936 397 1,731 9,869 

(参考)16 年 3 月期 1,852 △4,263 1,981 6,277 
 
[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

総資産は前期末に比べ1,335百万円増加し、43,698百万円となりました。現金及び預金が減少したもの

の、有形固定資産や有価証券が増加したことや、受取手形及び売掛金、たな卸資産が増加したことによる

ものです。 

負債につきましては、支払手形及び買掛金が増加したことなどにより負債合計が前期末に比べ1,276百

万円増加し、15,620 百万円となりました。 

株主資本は、利益剰余金の増加やその他有価証券評価差額金の増加により前期末に比べ419百万円増加

し、26,521 百万円となりました。 

（連結キャッシュ・フローの状況） 

当第 1 四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が増加したものの、

法人税等の支払額が増加したため 494 百万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得などにより857百万円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは自己株式の取得などにより 148 百万円の支出となりました。  

これらの結果、現金及び現金同等物に係る換算差額を加え、最終的に現金及び現金同等物の減少額は511

百万円となり、現金及び現金同等物期末残高は、連結範囲変更に伴う現金及び現金同等物の影響額121百

万円を差し引いて、5,644 百万円となりました。 

 

3．平成 17年 3月期の連結業績予想（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

中 間 期 16,000 550 650 300 

通 期 34,000 1,200 1,400 700 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）16円 25 銭 

[業績予想に関する定性的情報等] 

当第1四半期の業績は概ね計画通りに推移しております。現時点で前回（平成16年 5月 17日）発表の

業績予想に変更はありません。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。  
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［添付資料］ 

1.（要約）四半期連結貸借対照表 
（単位:百万円未満切り捨て） 

平成 17年 3月期 

第１四半期末 

平成 16年 3月期 

第１四半期末 
増減 

（参考） 

平成 16年 3月期 科 目 

金額 構成比 金額 構成比 金額 金額 構成比 

（資産の部）   %  %   % 

流 動 資 産 24,682 56.5 23,505 55.5 1,177 24,620 55.0 

現 金 及 び 預 金 7,657  9,348  △1,690 7,496  

受取手形及び売掛金 8,877  8,180  697 9,825  

有 価 証 券 4,085  2,474  1,611 4,034  

た な 卸 資 産 3,404  2,996  408 2,767  

前 払 消 費 税 等 333  306  26 －  

繰 延 税 金 資 産 153  79  73 304  

そ の 他 191  130  60 239  

貸 倒 引 当 金 △21  △11  △10 △47  

固 定 資 産 19,015 43.5 18,857 44.5 158 20,174 45.0 

有 形 固 定 資 産 8,048 18.4 7,372 17.4 676 8,517 19.0 

建 物 及 び 構 築 物 2,586  2,505  80 2,826  

機械装置及び運搬具 2,747  2,475  271 2,880  

土 地 1,768  2,053  △285 2,053  

建 設 仮 勘 定 719  40  678 489  

そ の 他 226  296  △69 266  

無 形 固 定 資 産 438 1.0 570 1.3 △132 481 1.1 

ソ フ ト ウ ェ ア 411  556  △145 452  

連 結 調 整 勘 定 9  －  9 10  

そ の 他 16  13  2 17  

投 資 そ の 他 の 資 産 10,529 24.1 10,914 25.8 △385 11,176 24.9 

投 資 有 価 証 券 8,358  8,532  △174 8,979  

差 入 保 証 金 101  128  △27 118  

繰 延 税 金 資 産 1,977  2,188  △210 1,999  

そ の 他 91  64  27 78  

資 産 合 計 43,698 100.0 42,362 100.0 1,335 44,795 100.0 
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（単位:百万円未満切り捨て） 

平成 17年 3月期 

第１四半期末 

平成 16年 3月期 

第１四半期末 
増減 

（参考） 

平成 16年 3月期 科 目 

金額 構成比 金額 構成比 金額 金額 構成比 

（負債の部）  %  %   % 

流 動 負 債 9,868 22.6 8,501 20.1 1,367 10,413 23.3 

支払手形及び買掛金 7,689  6,572  1,117 6,845  

短 期 借 入 金 12  42  △30 402  

未 払 法 人 税 等 60  70  △10 541  

未 払 費 用 1,241  1,088  152 902  

預 り 消 費 税 等 424  410  13 －  

繰 延 税 金 負 債 －  1  △1 1  

そ の 他 440  314  125 1,721  

固 定 負 債 5,752 13.2 5,843 13.8 △90 5,932 13.2 

長 期 借 入 金 －  －  － 110  

退 職 給 付 引 当 金 5,173  5,099  74 5,234  

役員退職慰労引当金 561  725  △164 570  

繰 延 税 金 負 債 －  1  △1 2  

連 結 調 整 勘 定 7  －  7 7  

そ の 他 10  17  △7 7  

負 債 合 計 15,620 35.8 14,344 33.9 1,276 16,346 36.5 

（少数株主持分）        

少 数 株 主 持 分 1,555 3.6 1,915 4.5 △360 1,917 4.3 

（資本の部）        

資 本 金 4,680 10.7 4,680 11.1 － 4,680 10.4 

資 本 剰 余 金 4,720 10.8 4,720 11.1 － 4,720 10.5 

利 益 剰 余 金 17,150 39.2 16,831 39.7 318 17,110 38.2 

その他有価証券評価差額金 351 0.8 △119 △0.3 470 263 0.6 

為 替 換 算 調 整 勘 定 △230 △0.5 △1 △0.0 △228 △229 △0.5 

自 己 株 式 △150 △0.4 △9 △0.0 △141 △13 △0.0 

資 本 合 計 26,521 60.6 26,102 61.6 419 26,531 59.2 

負債､少数株主持分及び資本合計 43,698 100.0 42,362 100.0 1,335 44,795 100.0 
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2.（要約）四半期連結損益計算書 
（単位:百万円未満切り捨て） 

平成 17年 3月期 

第１四半期 

平成 16年 3月期 

第１四半期 
増減 

（参考） 

平成 16年 3月期 科 目 

金額 構成比 金額 構成比 金額 金額 構成比 

(1)経 常 損 益 の 部  %  %   % 

営 業 損 益 の 部        
売 上 高 7,397 100.0 7,069 100.0 328 30,807 100.0 

売 上 原 価 6,031 81.5 5,930 83.9 101 25,906 84.1 
売 上 総 利 益 1,365 18.5 1,138 16.1 226 4,901 15.9 

販売費及び一般管理費 1,004 13.6 950 13.4 53 3,934 12.8 
営 業 利 益 361 4.9 188 2.7 172 966 3.1 

営業外損益の部        
営 業 外 収 益 103 1.4 39 0.5 63 326 1.1 

営 業 外 費 用 1 0.0 9 0.1 △8 15 0.1 
経 常 利 益 463 6.3 218 3.1 244 1,277 4.1 

(2)特 別 損 益 の 部        
特 別 利 益 3 0.0 13 0.2 △10 5 0.0 
特 別 損 失 50 0.7 18 0.3 32 469 1.5 
税 金 等 調 整 前 
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 

416 5.6 214 3.0 201 813 2.6 

法人税､住民税及び事業税 75 1.0 79 1.1 △3 572 1.8 
法 人 税 等 調 整 額 109 1.4 60  0.8 49 △234 △0.8 
少 数 株 主 損 失  △3  △0.0  △22  △0.3 19   8  0.0 

四半期（当期）純利益 234 3.2 97 1.4 137 483 1.6 

 


